
 

船舶事故調査報告書 

令和８年９月２日 

運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

事故種類 衝突 

発生日時 令和７年９月１８日 ００時００分頃 

発生場所 山口県宇部市宇部港南方沖 

 宇部岬港沖防波堤東灯台から真方位１９２°３.２海里（Ｍ）付近 

（概位 北緯３３°５２.２′ 東経１３１°１４.９′） 

事故の概要 ケミカルタンカー徳
とく

鳳
おう

丸は、東進中、また、漁船千両
せんりょう

丸は、操業

しながら西進中、両船が衝突した。 

事故調査の経過 令和７年９月２４日、主管調査官（門司事務所）を指名 

原因関係者から意見聴取手続実施済 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 

Ａ ケミカルタンカー 徳鳳丸 ４９７トン 

１４３５７８、トクヤマ海陸運送株式会社（Ａ社） 

Ｂ 漁船 千両丸、４.９トン 

ＹＧ３－５２３６３（漁船登録番号）、個人所有 

 乗組員等に関する情報 Ａ 船長Ａ、三級（航海） 

  航海士Ａ、四級（航海） 

Ｂ 船長Ｂ、一級小型、特殊、特定 

 負傷者 Ａ なし 

Ｂ 軽傷 １人（甲板員） 

 損傷 Ａ 球状船首に擦過傷 

Ｂ 左舷船首部外板に破口を伴う亀裂 

 気象・海象 気象：天気 晴れ、風向 南、風力 １、視界 良好 

海象：波高 約０.５ｍ 

 事故の経過  Ａ船は、船長Ａ及び航海士Ａほか４人が乗り組み、空船で福井県敦

賀市敦賀港から徳山港に向けて航行していた。 

 航海士Ａは、関門海峡を通過後、２３時００分頃、船長Ａから船橋

当直を引き継ぎ、法定灯火を表示して単独で自動操舵で操船に当た

り、Ａ船を約１２ノット（kn）の速力（対地速力、以下同じ。）で南

東進させていた。 

 航海士Ａは、２３時５５分頃、宇部港南方沖において本船を左転さ

せて東進とした後、視界が良好であったので、４Ｍ及び６Ｍレンジに

設定されたレーダー画面を確認することなく、目視で前路を一見して

航行の支障となる他船はいないと思い、船橋左舷後部の海図台で船尾

方を向いて航海日誌の記載を始めた。 

 航海士Ａは、航海日誌の記載を終えて前路に目を向けた際、船首方

至近にＢ船の白色の作業灯火に浮かぶＢ船の姿が見え、その姿がＢ船

の正船首であることが分かったので、すぐに操舵スタンドの前に戻



 

り、手動操舵に切り替えて右舵を取ったものの、Ａ船の球状船首とＢ

船の左舷船首部とが衝突した。 

（図１ 参照） 

自室にいた船長Ａは、衝撃を受けて昇橋し、航海士Ａから本事故発

生の報告を受け、Ａ船及びＢ船の乗船者に負傷者がいないこと及び両

船の損傷が軽微であり航行に支障がないことを確認し、本事故の発生

を海上保安庁へＶＨＦ無線で通報するとともにＡ社に報告した。 

 Ｂ船は、船長Ｂほか１人が乗り組み、法定灯火を表示するとともに

船尾部の作業灯を点灯し、小型底引き網漁の目的で出航して宇部港南

方沖の漁場で２２時００分頃から操業を始めた。 

 船長Ｂは、０.７５Ｍレンジに設定したレーダーを作動させ、約２

knの速力で自動操舵によって底引き網を引きながら本船を西進させ

た。 

 船長Ｂは、甲板員と共に後部左舷船尾甲板に右舷向きに腰を掛け、

下を向いて漁獲物の選別を始め、約２、３分ごとに顔を操舵室に向け

てレーダー画面を確認していたが、選別作業をしているうちにレー

ダー画面の確認がおろそかになり、Ａ船の接近に気付かないまま、Ｂ
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図１ 事故発生経過概略図 

事故発生場所 

（令和７年９月１８日 

００時００分頃発生） 



 

船とＡ船とが衝突した。 

 Ａ船及びＢ船は、自力で航行して宇部港に入った。 

 Ｂ船の甲板員は、翌日、胸の痛みを訴え、宇部市内の医療機関を受

診し、右肋
ろっ

骨不全骨折の診断を受けた。 

分析 航海士Ａは、目視で前方を一目見た際、航海計器を確認しなかった

ことから、前路に航行の支障となる船舶がいないと思い、船橋後部の

海図台で後ろを向いて航海日誌の記載を始めたものと考えられる。 

航海士Ａは、船橋後部の海図台で後ろを向いたまま見張りを行わな

かったものと考えられる。 

このため、航海士Ａは、Ｂ船に気付くのが遅れ、避航動作が遅れた

ものと考えられる。 

船長Ｂは、漁獲物の選別作業に注意を向けていたことから、レー

ダー画面を確認するなどの見張りを行っていなかったものと考えられ

る。 

このため、船長Ｂは、Ａ船の接近に気付かなかったものと考えられ

る。 

これらのことから、Ａ船は東進中、Ｂ船は底引き網を引きながら西

進中、両船が衝突したものと考えられる。 

原因  本事故は、夜間、宇部港南方沖において、Ａ船が東進中、Ｂ船が底

引き網を引きながら西進中、航海士Ａが、前路に他船はいないと思

い、航海日誌を記載していて見張りを行わなかったため、Ｂ船に気付

くのが遅れ、また、船長Ｂが、漁獲物の選別作業に注意を向け、見張

りを行わなかったため、Ａ船に気付かず、両船が衝突したものと考え

られる。 

再発防止策 本事故後、Ａ社は、再発防止策として次の対策を講じた。 

・航海日誌の記載は、当直交代後、まとめて行うこと。 

今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考え

られる。 

 ・船橋当直者は、目視だけではなく、レーダーを使用して、常時適

切な見張りを行うこと。 

 ・漁船の船長は、操業中であっても、常時適切な見張りを行うこ

と。 

 


